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父の確定
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申立人法定代理人親権者母
斉藤　花子

治
タイプライタ
申立人の戸籍謄本１通、相手方の戸籍謄本１通

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
０３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
３３３３

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　一郎

治
タイプライタ
サイトウ　イチロウ

治
タイプライタ
９

治
タイプライタ
２３

治
タイプライタ
東京

治
タイプライタ
杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
１６８

治
タイプライタ
００８２

治
タイプライタ
東京都杉並区＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

治
タイプライタ
同上

治
タイプライタ
斉藤　花子

治
タイプライタ
サイトウ　ハナコ

治
タイプライタ
６

治
タイプライタ
１２

治
タイプライタ

治
タイプライタ
申
立
人
法
定
代
理
人
親
権
者
母

治
タイプライタ

治
タイプライタ
４３

治
タイプライタ
０３　２２２２　２２２２

治
タイプライタ
主婦

治
タイプライタ
２３


Jm

i

EEHEET D

—

o

X IFBERBOVTNAAIDFTHS

X
ES

7 1UH
ERD

B3 A AR
ERUEY

£
[*]

-

R

=

ks THRIR L =AY,
Dk, BIEE3 s A LA -
rptﬁ%5%a¢m**¢
1=
=

* x H % x H|

RO 0\ D)
6 QI * no
UOEGS *+
TR ) e
K, xw
H #8 e O * )
TE< Wi

1 % 43 * WK
% 5 MU
B % KK
.I_m_,nlg *?_U_Wﬁ

—#e (/)

RRALTLZE W,

A

KBEDH7ET

(%)



治
タイプライタ
申立人が相手方山田太郎又は斉藤五郎のいずれかの子であることを確定する
調停及び審判を求めます。

治
タイプライタ
１　申立人の母は、相手方山田太郎と平成＊＊年＊＊月＊＊日に婚姻したが、
平成＊＊年＊＊月＊＊日に協議離婚しました。その後、離婚後３ヶ月しか経過
していなかったのに、申立人母は以前から交際していた斉藤五郎と平成＊＊年
＊＊月＊＊日に婚姻の届出をし、この届出が誤って受理されました。
２　申立人母は、平成＊＊年＊＊月＊＊日申立人を出産しましたが、申立人は
前夫と後夫の双方の嫡出の推定を受けることとなったため、本申立により父の
確定を求めるものです。




